
第2号様式（リコール届出一覧表）

リコール届出日　：

【注意事項】

・リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれています。

ﾘｺｰﾙ対象車
の台数

トヨタ 264

(計264台）

「ダイナ」

（計１車種）（計１型式）
（製作期間の全体の範囲）

令和5年1月19日～令和8年6月12日

車　名

3BF-TRY230

ﾘｺｰﾙ対象車の車台番号（シリアル番号）
の範囲及び製作期間

型　式 通　称　名

     TRY230-0503575
                            ～TRY230-0506664
         令和5年1月19日～令和8年6月12日

　連絡先:物流・自動車局　審査・リコール課　リコール監理室
　　　　　　   TEL　　03-5253-8111　　内線 42361

　アドレス ：  https//www.mlit.go.jp

リコール届出一覧表

改善措置の内容

不具合件数

発見の動機

リコール届出番号 5850 リコール開始日 令和8年 7月13日

届出者の氏名又は名称
　製作者名：株式会社モリタ         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先：品質保証部
　　　　　　　　代表取締役　社長執行役員　城賀本　守            　　　　　 ＴＥＬ：079-568-7871

制動装置（ブレーキ部品）不具合の部位（部品名）

令和8年7月10日

自動車使用者及び自動車
特定整備事業者に周知さ
せるための措置

消防ポンプ自動車のブレーキ配管において、消防ポンプを駆動する際に前輪用ブレーキ圧力を
保持させる作業補助制動装置（ブレーキラインロック装置）の分岐配管接続部の部品が組み付けら
れていないものがある。そのため、当該接続部の密閉性が保持できず、ブレーキフルードが漏れ、
そのまま使用を続けると、ブレーキ警告灯が点灯し、最悪の場合、制動力が低下するおそれがあ
る。

全車両、分岐配管接続部を点検し、部品が組み付けられていない場合は新品を取り付ける。

事故の有無 無し1件

市場からの情報による。

・使用者：全使用者を把握しているため、使用者へ直接、文書で通知する。
・自動車特定整備事業者：全使用者を把握しているため、周知のための措置は取らない。

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因
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